
　

「よりよい中学生になるために」

わくわく！！体が動く	心が動く
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　小学校６年生の３学期は、
中学生のゼロ学期ともよばれ
ています。ぼくは、この３学
期をよりよい中学生になるた
めの準備期間と考え、次の２
つのことをがんばろうと思っ
ています。まずは、中学でしっ
かりと授業についていくため
に、予習や復習の習慣を身に
付けたいです。特に、ぼくは
算数の図形の分野に苦手意識
があります。だから、毎日取
り組んでいる自学ノートを充
実させ、その苦手を克服した

いです。
　もう１つは、中学から始ま
る部活動に向けて、運動能力
を向上させたいと考えていま
す。特に、走力アップをめざ
し、昼休みに自主的に練習す
るなど、体力をつけていきた
いです。
　よりよい中学生になるため
に、そして、６年間ともに過
ごしてきた仲間と楽しい思い
出をつくることができるよう
に、この３学期を大切に過ご
したいです。

　毎月のグッドマナーあいさつ
運動には、地域のシニアクラブ
の人が参加してくださっていま
す。月に一度、登園してくる園
児や保護者に温かな声と笑顔を
届けてくれています。年度当初
は恥ずかしがっていた園児も、
大きな声であいさつを交わした
りハイタッチをしたりして、ふ
れあいを楽しむようになってき
ています。
　11月頃より年長児が朝の身
支度後、正門前であいさつ運動
を始めました。園児が自ら始め

たのです。毎月のあいさつの様
子を見て、自分たちもやってみ
ようと思ったのでしょう。毎朝、
年少や年中児にも優しく声を掛
ける姿はほほ笑ましく、朝から
清々しい気持ちになります。
　当園は園児52人の小規模園
ですが、このようなささやかな
触れ合いが「優しく温かな心」や
「自らやってみようとする力」を
育んでいくのだと思います。
　園児から始まったあいさつ運
動。今後も続いていくことで
しょう。
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